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X 20246：2021 (ISO/IEC 20246：2017) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
 X 20246：2021 
 (ISO/IEC 20246：2017) 

ソフトウェア及びシステム技術－ 

ソフトウェア及びシステム開発における 

作業生産物のレビューのプロセス 

Software and systems engineering-Work product reviews 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 20246 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格の目的は，ソフトウェア及びシステムのライフサイクルのどの段階でも使用可能なインスペク

ション，レビュー，ウォークスルーなどの作業生産物のレビューを定義する規格を提供することである。

これは，任意のシステム又はソフトウェアの作業生産物のレビューに使用することが可能である。この規

格は，レビューの目的及びレビュー組織の制約に基づいて構成される作業成果物レビューの，汎用的なプ

ロセスを定義している。その意図するところは，任意の組織がどのような作業生産物に対しても効率的か

つ効果的に適用可能な汎用的なプロセスを規定することである。 

レビューの主な目的は，要検討事項の検出，代替案の評価，組織及び個人のプロセスの改善，並びに作

業生産物の改善である。ライフサイクルの早い段階で適用されると，通常，レビューがプロジェクトの不

必要な手戻り作業の量を削減することが確認可能である。この規格に記載している作業生産物レビュー手

法は，欠陥の識別及び作業生産物の品質評価のために，汎用的なレビュープロセスの様々な段階で使用す

ることが可能である。 

作業生産物レビューの際に作成するレビュー文書は，附属書 A に定義している。 

1 適用範囲 

この規格は，システム及びソフトウェアにおける，管理，開発，テスト及び保守に関わる全ての組織が

参照し使用可能な，作業生産物レビューのための汎用的フレームワークについて規定する。これには，作

業生産物のレビュー中に適用される汎用的なプロセス，アクティビティ，タスク，レビュー手法及び文書

化のテンプレートを含む。作業生産物とは，プロセスにおいて人によって作成されるものである。この規

格では，任意の作業生産物のライフサイクルのどのような局面においても使用可能な作業生産物のレビュ

ーを定義している。この規格は，プロジェクト管理者，開発管理者，品質管理者，テスト管理者，業務分

析担当者，開発者，テスト担当者及び顧客，並びにシステムの開発，ソフトウェアの開発，テスト作業及

び保守に関わる全ての人を対象としているが，これらに限定されるものではない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 


